




















( 1 ) 被験者
5年生男児113名，女児93名を被験者とした。
( 2 ) 
各被験者の身長と体重をもとに吉永らによる標準体重算出式.jを用いて肥満度
1 XIOO) )を求め，男女児それぞれの肥満度の平均値と標準偏差からヲやせ予備群(平均値一 1 )， 
(平均値士 ]σ)ヲ肥満予備群(平均値+1 0) の3つのグループに分類した。本研究ではその
中から標準児と肥満予備群について比較検討した。表 1--l， 1--2は，男女児別にみた標準児と肥満
ホ 5年生男子襟車体重 (y)ニ 0.61.281X (身長)-52.57103 
5年生女子 f宗派体重 (y)ニ 0.64223X(身長)-56.87480 
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の身体特性を示したものである。
( 3 ) 体力診断テスト，運動能力テストラ
におし、て 4尽に実施される体力診断テスト 9 テスト，健康診断によるデータを
止して使用した。
( 4 ) 食物摂取状況














長(偲)I 137.4 (;i.7) 
(kg川 32.1(4.6) 


































反復横跳 (@1) 3'1.0 (3.0) 
垂直跳 (ω) 32.6 (5.8) 
背筋力 (kg) 54.4 (15.7) 
J屋 カ (kg) 11.0 (31) 
伏臥上体 (c血) 39.0 (8.2) 
立位体前屈 (cm) 4.3 (6.0) 
踏台 昇 降 69.5 (9.7) 
合計得点(点) 19.8 










ホヰ埼， pぐ0.001 ヰ'" p <0.01 牢串本 p<0.001 卒中 p<0.01 牢 pく0.05
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表 4-1 運動能テスト(男児) 表4-2 運動能テスト(女児)
一一一一一一『 標準児 肥満予備群 T検定 一一一一一 標準児 肥満予備群 T検定
50 m (sω) 9.4 (0.8) 9.8 (0.8) 50 m (田c) 9.5 (0.6) 9.9 (0.4) * 
走幅跳 (cm) 294.8 (34.6) 272.8 (32.2) * 走幅跳 (ω) 259.2 (36.0) 240.6 (27.9) 
ソ7トポール投げ (m) 29.2 (7.7) 30.4 (12.5) ソ7トポー lレ投げ (m) 17.1 (4.9) 15.2 (2.5) * 
斜けんすい(回) 45.7 (49.4) 18.0 (14.2) *** 斜けんすい(回) 38.3 (24.2) 26.6 (10.2) ** 
ドリプル (s飢) 19.7 (3.2) 22.3 (6.0) ドリブル (sec) 21.3 (3.3) 23.8 (3.6) * 
連続サカ7ifリ(回) 3.6 (2.2) 2.1 (2.0) ** 連続サカ7ガリ (回) 3.6 (1.6) 1.9 (2.2) * 
合計得点(点) 46.2 (20.0) 28.3 (23.8) ** 合計得点(点) 32.9 (15.4) 18.1 (8.6) *** 
( )内は標準偏差を示す。 ( )内は標準偏差を示す。














T-cho 169.8 ( 25.1) 
HDL-cho 58.5 ( 9.0) 
LDL-cho 96.3 ( 21.7) 
TG 75.4 ( 20.9) 
動脈硬化指数 1.9 ( 0.5) 
CA 4.8 ( 0.1) 
P 4.4 ( 0.4) 
補 CA 8.8 ( 0.6) 
総 Bil 0.6 ( 0.2) 
クンケ Jレ 7.3 ( 1.8) 
チモール 2.7 ( 1.2) 
Got 28.2 ( 5.1) 
Gpt 11.8 ( 4.8) 
chE 1251. 7 (212.9) 
ALP 31.2 ( 8.9) 
-Gpt 13.7 ( 6.7) 
LDH 460.8 ( 73.2) 
総蛋白 7.3 ( 0.4) 
Alb 4.4 ( 0.2) 
国三G.!:I: 1.5 ( 0.2) 
( )内は標準偏差を示す。
* * p <0.01 * p <0.05 
肥満予備群
177.6 ( 37.8) 
55.1 ( 9.8) 
103.6 ( 28.6) 
94.4 ( 34.4) 
2.2 ( 0.5) 
4.6 ( 0.2) 
4.7 ( 0.5) 
8.9 ( 0.3) 
0.6 ( 0.2) 
7.9 ( 2.6) 
3.1 ( 1.8) 
28.9 ( 5.2) 
18.1 ( 9.1) 
1397.2 (206.1) 
32.5 ( 6.5) 
18.1 ( 8.6) 
448.9 ( 78.0) 
7.4 ( 0.4) 
4.4 ( 0.1) 











T-cho 171.5 ( 27.2) 
HDL-cho 55.2 ( 10.1) 
LDL-cho 99.5 ( 22.9) 
TG 83.6 ( 28.0) 
動脈硬化指数 2.2 ( 0.6) 
'CA 4.7 ( 0.2) 
P 4.4 ( 0.5) 
補 CA 8.8 ( 0.3) 
総 Bil 0.6 ( 0.2) 
クンケル 7.7 ( 2.0) 
チモール 3.2 ( 1.3) 
Got 27.0 ( 3.8) 
Gpt 11.1 ( 5.7) 
chE 1213.3 (164.9) 
ALP 34.7 ( 9.3) 
-Gpt 12.1 ( 4.6) 
LDH 430.3 ( 58.4) 
総蛋白 7.5 ( 0.3) 
Alb 4.5 ( 0.2) 
A/G比 1.5 ( 0.2) 
( )内は標準偏差を示す。
* * p<O.Ol 
肥満予備群
165.3 ( 13.4) 
49.9 (11.0) 
95.7 ( 12.8) 
98.6 ( 47.0) 
2.4 ( 0.7) 
4.7 ( 0.1) 
4.5 ( 0.5) 
8.9 ( 0.2) 
0.6 ( 0.2) 
7.8 ( 1.7) 
3.2 ( 1.5) 
25.6 ( 3.9) 
10.7 ( 3.2) 
1374.5 (183.1) 
36.1 ( 5.8) 
14.3 ( 3.7) 
431.5 ( 67.8) 
7.7 ( 0.4) 
4.5 ( 0.2) 



















f栄 ι 円 ~粟準児蚕 食 品 群 トァτと入一一一一一一
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47.4 42.1 10.5 
10.5 89.5 一一
l 100.0 一一 i
1 100.0 一一}
100.0 一一-
189.5 10.5 I 
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食 口口
表6-2 食物摂取状洗(女兜) UNIT: ')ら
肥満予備群 |ヵイ自乗
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*司ドキ pぐ0.001 *ホ pくり 01 
う傾向がみられたものの，全体的にみて標準児と肥満予備群の食物摂取状況に大きな違いはみられなかっ
たり本研究ドおいアこのように標準児と肥満予備群の食物摂取状況に違いの見られなかった原因は 1つ






1， '(-2(;j 生活行動に関する資料 3~7 をもとに肥満予備群と
ン特性に違いのみられた項目について示したものである。
院で生活行動パター








































1)北川| 薫，中村憲彰 (1986):肥満児のカロリーバランスと運動，体育の科学， pp 870-873 
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常う ゃう ちえ まう 然な
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2~4 $-10 2-&ト18 2~4 6-10 
>;-7 5戸山7 ト?
2-4 2叫ト10 2-4 8-j0 
ら-7 5-"' ち戸7
♀-，4 8-to 2--4 $-10 2-~ト10
'5-'( 戸向。1






2-4 8寸o 2-4 ト10 2-4 (3-iO 
ト? 忠一? 5~7 





2-4 8-10 2-4 8-1[1 2-4 8-10 
5-7 5-7 らーす
2-4 8寸8 ε-4 8-10 2-4 8-1悶
&-'7 5-7 5-7 
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5 
2--4 8-1図ト4 8-10 2-.4 8-10 :;1-4 fH回 2-4 8-jll 2--4 f.H0 
モシ-'1 ち-7 トγ ち'1 &ω.7 5-7 
会 A 8~~0 2-4 $-1閉会.Ji !?H.0 8-10 2-.'1 ::.HO 2-~.1 8-10 
5-7 &，.7 ト7 ち-7 '6-7 もーマ
6 
2--4 8ω10 2-4 B-iO 2-4 8-10 2明.4 8-1O 2-4 EH四 2-4 8-1白
'&-'7 5-'l 5-7 5-7 5-7 ち7
ト4 8-1O ::-4 8-10 2-4 B-18 
5-7 ト? 5-'f 
2-4 8-10 2-4 S…間 2-4 8-10 
5-7 ち叩 5-7
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資料7
2'-4 8-10 2-4 8~'10 2-4 8弔問
ト &-7 5-7 
♀-4 8-10 2-4 8-10 2-，4 8'-10 
ト7 5-7 5..7 
』ぷ五単位2遁盛一一一一一一 一一一蕊乙
[璽臨時一一一一一一----コ薗麗ム一一一一二二二二二1
2-d 8-121 2-4 0-10 
5-'7 5-7 5-7 5-7 5，7 らー7
